
昭
和
三
年
二
月
廿
三
日
の
浅
間
山
噴
火
報
告長

問了H4A 

両
日
目
リ

・・2
.. 

、、.
-wdι 

3長

所

F

浅
間
山
は
昨
年
十
月
十
二
日
噴
火
後
格
別
異
常
な
か
の
し
が
本
年
二
月
サ
三
日
十
六
時
四
十
五
分
突
然
噴
火
を
な
す
、

退
分
支
所
の
観
測
に
よ
る
に
静
岡
日
は
早
朝
ょ
，
り
山
頂
雲
に
覆
は
れ
噴
煙
の
股
況
不
明
な
る
も
爆
殺
の
程
度
は
昨
年
の
も
の

よ
b
逢
か
に
強
烈
に
し
て
噴
煙
は
浅
間
山
の
約
二
倍
宇
迄
H

升
騰
す
、
嘗
時
四
南
西
の
風
強
く
(
九
米
内
外
)
た
め
に
噴
煙

は
直
に
東
方
に
流
る
従
っ
て
崎
一
石
友
等
は
火
口
附
近
を
除
く
外
牒
下
に
は
降
ら
ず
に
至
ら
ず
し
て
い
詳
み
、
十
七
時
五
分
に

は
早
や
平
常
の
噴
煙
量
と
な
れ
台
、
而
し
て
噴
火
に
件
ム
一
音
響
は
a

一
向
に
し
て
ド
I

ン
ー
と
大
砲
の
如
く
に
し
芯
可
成
張
く

空
気
振
動
も
あ
り
]
引
練
会
ゴ

I
/
¥
と
一
疋
ム
地
鳴
b
w
一
件
以
た
る
も
十
六
時
四
十
八
分
に
至
h
卒
一
く
歌
h
u

爆
普
及
噴
煙
の

一
'
呂
田
戸
は
昨
年
の
も
の
に
比
し
約
二
倍
位
に
し
て
遮
介
に
於
け
る
気
回
腔
は
蛍
日
午
前
六
時
六
六
九
粍
六
な
る
も
十
四
時
院
は
夫

れ
よ
リ
少
五
粍
ニ
下
降
し
、
噴
火
蛍
時
は
ず
四
時
よ
，
り
命
一
粍
二
位
低
下
せ

6
此
日
の
最
低
は
二
十
時
過
に
起
h

ム
ハ
ム
ハ
二
粍

五
宏
一
不
し
気
歴
逓
減
の
折
に
噴
火
せ
し
も
の
に
宅
噴
火
色
共
に
自
記
晴
雨
計
は

了
。
粍
の
念
日
升
を
一
不
し
約
五
十
分
の
後

一
平
一
殺
に
復
せ
，
n
J
O

p

e

h

噴
煙
は
注
ぐ
長
野
よ
ー
も
望
見
し
得
た
ら
し
が
爆
一
菅
や
窓
振
は
認
め
ま

6
3
-
3
れ
ど
六
十
倍
の
ク
ヰ
へ

Y

ト
一
地
震
計

四

O
三



四
O
四

K
は
十
六
時
四
十
五
分
三
十
八
秒
七
ヱ
ム
リ
明
か
に
微
動
を
戚
じ
最
大
会
振
幅
は

0
・
0
二
粍
を
記
象
す
、
迫
分
の
百
借
り

微
動
計
に
は
噴
火
一
分
竿
位
前
よ
p

り
微
動
起
。
℃
最
大
会
振
幅
は

0
・
二
粍
に
出
額
す
。

噴
火
に
件
ム
一
音
響
の
聞
乏
し
医
域
は
腕
下

K
於
℃
は
浅
間
山
を
中
心
と
し
て
約
三
十
五
粁
に
及
ぶ
も
空
気
振
動
比
二
十

五
粁
以
下
に
し
℃
南
北
佐
久
、
小
腕
の
全
部
及
埴
科
郡
の
一
小
部
分

r-
限
れ
。
、
是
を
細
別
す
る
に
一
音
響
及
室
振
の
最
も

強
か
り
し
区
域
は
浅
間
山
bv-
起
知
と
し
て
西
は
十
粁
を
越
え
ゴ
る
も
南
方
は
二
十
粁
に
及
び
束
は
軽
井
海
λ
hノ
図
境
峠
町

を
越
ゆ
る
北
佐
久
郡
の
北
部
大
宇
と
南
佐
久
郡
の
北
部
と
を
含
め
ど
も
是
れ
が
た
め
に
戸
陪
子
の
外
れ
や
破
損
せ
し
も
の

認
め
ら
れ
ず
弱
き
一
音
響
土
戸
障
子
に
微
振
動
を
奥
ヘ
た
る
地
方
は
上
記
南
北
佐
久
の
南
竿
と
小
勝
の
大
部
分
に
吃
塙
科
郡

に
℃
は
松
代
附
涯
の
一
小
区
域
に
限
ら
れ
た
る
如
し
J

(

別
表
参
照
)
一
/

噴
火
に
図
る
地
動
は
微
弱
に
し
て
僅
か
に
南
佐
久
の
青
潟
、
切
原
附
近
)
北
佐
久
に
於
℃
遁
介
、
伍
賀
‘
小
mm
郡
に
℃

西
内
附
近
に
戚
じ
た
る
の
み
に
℃
大
部
分
無
戚
の
所
多
か

6
3
、
向
二
月
二
十
九
日
よ
ム
ツ
三
月
一
日
に
百
一
・
り
深
瀬
技
手
が

浅
間
山
詑
を
踏
査
せ
し
報
告
に
よ
る
に
噴
火

K
因
る
被
害
の
大
な
る
は
群
馬
腕
長
野
原
町
字
二
度
上
部
落
を
中
心
と
し
て

南
は
図
撹
よ
A

り
北
は
架
平
透
迄
三
哩
許
の
地
域

K
て
上
信
図
境
卒
附
近
は
積
雪
の
上
に
は
僅
か
に
・
痕
跡
p-
認
む
る
も
熔
岩

の
落
下
に
よ
'
h
ノ
屋
根
の
破
壊
せ
し
所
少
か
ら
ず
茅
に
て
造
れ
る
雪
避
け
は
約
三
十
間
程
焼
失
す
、
そ
れ
よ
ι
り
北
に
進
む
に

従
以
降
友
砂
の
量
も
多
く
黒
色
の
友
砂
磯
を
以
て
一
一
聞
に
蔽
は
れ
約
一
坪
賞
。
四
升
位
に
て
不
定
形
の
大
小
石
塊
は
一
坪

に
付
卒
均
四
、
五
個
に
て
大
な
る
も
の
径
六
、
七
寸
の
も
の
あ
。
。



二
度
上
部
落
の
土
尾
三
之
助
の
話
に
噴
石
は
頭
上
高
く
ヒ
ユ

I
/
¥
飛
散
し
叉
衝
突
す
る
一
音
乞
問
主
周
章
屋
内
に
逃
げ

た
ι
り
と
、
降
石
は
約
四
、
五
分
に
し
℃
歌
む
も
友
砂
は
和
遅
れ
て
降
始
め
四
十
分
位
に
し
て
止
み
焼
石
の
た
め
到
鉛
使
利

瓦
の
屋
根
は
悉
く
打
抜
か
れ
天
井
を
貫
主
床
板
迄
落
ち
た
る
あ
ち
と
、
噴
石
は
東
方
幾
何
の
距
離
迄
降
ム
リ
し
か
不
明
な
る

も
二
度
上
部
落
よ
ム
り
二
里
宇
を
隔
つ
川
浦
小
皐
児
一
童
が
負
傷
せ
し
等
新
聞
に
停
へ
あ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
距
離
に
も
及
び
た

る
ら
し
く
二
度
主
附
涯
の
被
害
程
度
は
大
正
九
年
十
二
月
廿
六
日
の
も
の
よ

0
活
か
に
大
に
し
て
昨
年
十
月
十
二
日
の
降

ム
此
は
相
官
あ
る
も
一
被
害
は
今
同
の
も
の
に
比
し
℃
は
問
題
な
ら
ず
。

之
を
要
す
る
に
浅
間
の
噴
火
は
昨
年
七
月
よ
ι
り
九
月
迄
浅
間
火
山
観
測
所
に
備
付
け
し
微
動
計
に
三
百
七
十
徐
同
の
噴

火
性
微
動
を
奥
へ
た
る
秤
.
に
て
今
同
の
噴
火
は
遇
然
の
事
に
あ
ら
.
ぎ
る
が
如
く
と
の
二
月
は
今
迄
の
統
計
上
よ
ら
見
て
も

噴
火
同
数
多

3
時
期
に
蛍
る
が
今
同
の
如
く
噴
火
地
震
を
長
野
の
地
震
計
に
迄
戚
じ
た
る
は
遅
年
珍
し
く
又
一
音
響
波
に
因

る
空
気
振
動
を
山
麓
可
成
の
由
民
区
域
迄
停
へ
た
る
も
特
記
す
べ
き
事
な
。
。

浅
間
山
爆
援
に
囚
る
一
音
響
、
空
振
、
地
震
程
度
調
査

南

佐

北南久

相相君[1
1111 に

木木上| 川

|有

11 有|無

程

11~I竺
同

ll ー|致

L!j I i:何
ろtこ

!|鳴|竺

障

言己

事

場-

ごH二
EI 

響
子

f

四
O
五



北1年・~m 背臼田切

原

内

山

野

洋

中

、

込

前

H

北

佐

久

郡

志

賀

三

井

岩

村

田

五
im 

本布兵 1Ji.
街
新

牧施田賀

春小川J-=p 

牧八 i担I自国口電日国諸 ~2~

有有

相

官

強

有有有有有有有有有有

掛
か
ら
ず

吊
A

日恥
1
4

口
市
内

ヨ
ι司
4

3
H
A
V
 

ヨ司Mr
A
 

a予吊A
コI
q
J

叫
札'on--

有有有有有有

手jlj'

有有有

bJ~ j民徴微微強弱微微

分
二一間一一一一一
強 メミ 強

高句

5虫

手吐き
;l2s. 

1R 

一天

砲

一天

石包風|砲 l風 1

戸防隊

-・4
3

4
イ・有

子

強 有有有有
子

微

振

障

子

振

l
a
丞

泣

暁

-

f

f

j

 

一
家
屋
一
度
掠
れ
戸

砲
一
障
子
も
が
士
と
一

一
度

砲
一
戸

|
一
立hAν
 

子

振

可

成

強

ゴ致

!分
一一一一一一一¥問一
違法違てや火 大大
く さ遠楽
大 く方石
7斤砲干!?に割|

柏院 感

エぜ
強官 ざ
カ Q

振稗.

しふ|度 振振

有有有

開

O
六一

2若彼

丁
度
大
石
が
家
に
衝
突
す
る
様
な
振
れ
、
風
は
猛
烈

な
西
風
て
煙
り
東
方
へ
流
れ
十
五
分
位
に
て
全
く
消

失蓮
き
燥
一
菅
島
聞
く



小大北御

大代

i古里井田

近軽

井

深

峠

町

小

腸

郡

滋

野

禰

津

長

瀬

『
u

p

同
l

j
決
'

-

4

J

長

窪

古

大

門
和

田

武

石
西

，

ぬ

東

盟

国

中

盟

田

別

所

青

木

浦

里

分

有 有 c有有有有

平自柏 強

:22t 
強強す?

有有有有有有有有有

手t'l

f設郎
以f設徴徴

帆
訂
比

大大蓮大

1-i砲砲の砲

戸戸

障障

俊子
子
微

振振

一
一
野
砲
一

ニ
一
大
砲
一

二
遠
く
大
砲
一

一
天
砲
一
戸

5& 

法競

砲

tPJ 

産事

二
遠
ゐ
u

大
砲

小

111 

有
障

子

=

振

1/ 
有有

有

鍛
I I 

午
後
四
時
四
十
五
分
五
十
ニ
秒
一
音
響
あ
り
引
績
き
ゴ

1
r
i地
鳴
あ
ろ
も
二
分
後
止
む

降
灰
な
し

午
後
七
時
半
頃
の
一
音
響
は
相
営
に
問
ゆ

気
付
か
ざ
る
も
の
多

L

無
感
の
も
の
多
し
4

噴
煙
私
見
ろ
の
み

四

O
七



「

四

O
入

地

不幸

松屋戸坂郡菅長傍示1I1上盟室

南

代代倉披{康平 陽科田尻賀

有 有 有

依 徴 f設

|ー| |ー|

蓮
寺

! 

選

砲野

与

| 
大
砲| 1.色| a 

戸

子

!振 | 

煙噴火 l♂ 日舵貰
口F'
の l ろ台
演と 見
さニ ろ

、三自位高・分位晋間響あ

の
み

山さ り

の
F軍司S 

き
の
五

倍位

の

昭
和
三
年
三
月
十
三
日
の
浅
間
山
の
噴
火
降
茨

長

野

d
U
H
-
----、
-
w・
4a

イ戻

所

昭
和
三
年
二
月
二
十
三
日
噴
火
後
時
々
噴
煙
多
量
多
少
の
降
友
を
北
東
山
鐙
に
粛
し
た
る
事
あ
ι
り
し
が
三
月
十
三
日
梯

暁
腕
下
軽
井
深
附
近
並
に
北
東
山
麓
一
帯
に
可
成
の
降
友
あ
'
り
し
故
同
月
二
十
一
日
よ

b
二
十
二
日
に
百
一
h
ノ
堤
技
手
を
し

て
調
査
せ
し
め
た
る
概
況
を
記
す
れ
ば
次
の
如
し
，
命
共
折
草
津
電
銭
沿
道
附
近
よ
ム
リ
観
た
る
最
近
の
噴
煙
降
・
一
以
記
事
と


